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(57)【要約】
【課題】本発明は、製品の損傷、火災の危険性などを防
止することができる発光ダイオード照明灯を提供する。
【解決手段】本発明による発光ダイオード照明灯(100)
は、発光ダイオード印刷回路基板(113)と発光ダイオー
ド印刷回路基板(113)の上面に配置される複数の発光ダ
イオード素子(111)とを含む発光ダイオードモジュール(
110)、発光ダイオードモジュール(110)を囲むカバー(12
0)、そしてカバー(120)の両端にそれぞれ結合される一
対のベース(130)を含む。ベース(130)のそれぞれは、カ
バー(120)の一端を覆う蓋(131)、電気を前記発光ダイオ
ードモジュール(110)に供給するピン部(133)、ピン部(1
33)が固定されるようにピン部(133)の下側を囲む固定部
(135)、そしてピン部(133)の上端よりも高く形成されて
ピン部(133)を周り方向に囲むガード部(137)を含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一つ以上の発光ダイオード印刷回路基板と前記一つ以上の発光ダイオード印刷回路基板
の上面に配置される複数の発光ダイオード素子とを含む発光ダイオードモジュール、
　前記発光ダイオードモジュールを囲むカバー、そして
　前記カバーの両端にそれぞれ結合される一対のベースを含み、
　前記ベースのそれぞれは、
　前記カバーの一端を覆う蓋、
　電気を前記発光ダイオードモジュールに供給するピン部、
　前記ピン部が固定されるように前記ピン部の下側を囲む固定部、そして
　前記ピン部の上端よりも高く形成されて前記ピン部を周り方向に囲むガード部を含む、
発光ダイオード照明灯。
【請求項２】
　前記ピン部は、棒形状に並んで配置される二つのピンを含み、
　前記二つのピンは、前記蓋の垂直方向外側に延長すると同時に、前記発光ダイオードモ
ジュールと連結されるように前記蓋をそれぞれ貫通して前記カバー内側に延長する、請求
項１に記載の発光ダイオード照明灯。
【請求項３】
　前記一対のベースは、Ｒ１７Ｄベース規格である、請求項１に記載の発光ダイオード照
明灯。
【請求項４】
　前記発光ダイオードモジュールは、前記電気を交流電流の形態から直流電流の形態に変
換して前記一つ以上の発光ダイオード印刷回路基板に伝達するコンバータ部をさらに含む
、請求項１に記載の発光ダイオード照明灯。
【請求項５】
　前記一つ以上の発光ダイオード印刷回路基板は、棒形状を有し、
　前記複数の発光ダイオード素子は、前記棒形状の長さ方向に沿って一列に配列されるよ
うに前記一つ以上の発光ダイオード印刷回路基板の上面に配置される、請求項１に記載の
発光ダイオード照明灯。
【請求項６】
　前記カバーは、前記複数の発光ダイオード素子から放射される光が拡散するように前記
一つ以上の発光ダイオード印刷回路基板を囲む中空の円筒形態である拡散カバーを含む、
請求項５に記載の発光ダイオード照明灯。
【請求項７】
　前記拡散カバーは、前記一つ以上の発光ダイオード印刷回路基板と締結されるように前
記中空の円筒形態の長さ方向に沿って両側面の内側にそれぞれ形成される内側溝を含む、
請求項６に記載の発光ダイオード照明灯。
【請求項８】
　前記拡散カバーは、拡散型ポリカーボネートまたは拡散型ガラス材質である、請求項６
に記載の発光ダイオード照明灯。
【請求項９】
　前記カバーは、
　前記複数の発光ダイオード素子から放射される光が拡散するように前記複数の発光ダイ
オード素子を囲む拡散カバー、そして
　前記一つ以上の発光ダイオード印刷回路基板の熱が分散するように前記一つ以上の発光
ダイオード印刷回路基板の下面を囲む放熱板を含む、請求項５に記載の発光ダイオード照
明灯。
【請求項１０】
　前記拡散カバーと前記放熱板は、互いに締結されて中空の円筒形態を有するように形成
される、請求項９に記載の発光ダイオード照明灯。
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【請求項１１】
　前記放熱板は、
　前記拡散カバーと締結されるように前記中空の円筒形態の長さ方向に沿って両側面の外
側にそれぞれ形成される外側溝、そして
　前記一つ以上の発光ダイオード印刷回路基板と締結されるように前記中空の円筒形態の
長さ方向に沿って両側面の内側にそれぞれ形成される内側溝を含む、請求項１０に記載の
発光ダイオード照明灯。
【請求項１２】
　前記放熱板は、
　前記拡散カバーと締結されるように前記中空の円筒形態の長さ方向に沿って両側面の外
側にそれぞれ形成される外側溝、そして
　前記一つ以上の発光ダイオード印刷回路基板が配置されるように前記中空の円筒形態の
内部に前記中空の円筒形態の長さ方向に沿って形成される突出部を含む、請求項１０に記
載の発光ダイオード照明灯。
【請求項１３】
　前記突出部は、上面が二つに区画されるように断面がキャレット記号「＾」形状であり
、
　前記一つ以上の発光ダイオード印刷回路基板は、二つで構成されて前記突出部の区画さ
れた二つの上面にそれぞれ配置される、請求項１２に記載の発光ダイオード照明灯。
【請求項１４】
　前記拡散カバーは、拡散型ポリカーボネートまたは拡散型ガラス材質である、請求項９
に記載の発光ダイオード照明灯。
【請求項１５】
　前記放熱板は、ＡＢＳ、ＰＰＳ、そしてＰＰＡ材質で二重射出された、請求項９に記載
の発光ダイオード照明灯。
【請求項１６】
　前記発光ダイオードモジュールは、前記電気を交流電流の形態から直流電流の形態に変
換して前記一つ以上の発光ダイオード印刷回路基板に伝達するコンバータ部をさらに含む
、請求項５に記載の発光ダイオード照明灯。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発光ダイオード（ＬＥＤ、Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）照
明灯に関する。
【背景技術】
【０００２】
　既存の蛍光灯の場合、反射板が備えられた灯器具（ｌａｍｐ　ｍｏｕｎｔ）のＧ１３ベ
ース（Ｂａｓｅ）を有する管形部分に蛍光灯を挿入して使用した。Ｇ１３ベースは時間の
経過と共にピン（ｐｉｎ）部分が変形して蛍光灯の落下による破損のおそれがあり、安全
上の問題があった。ＬＥＤ蛍光灯もＧ１３ベースを使用して既存の灯器具に挿入して使用
する場合があり、一般人がＬＥＤ蛍光灯を既存の安定器に挿入するようになれば、感電や
火災が発生することがあってＬＥＤ蛍光灯に対する信頼性の問題が引き起こされ得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明は、前述のような問題点を解決するために案出されたものであって、本発明が解
決しようとする課題は、製品の損傷、火災の危険性などを防止することができる発光ダイ
オード照明灯を提供することにある。また、本発明が解決しようとする他の課題は、落下
による破損または事故を防止し、光の放射角を広げることができる発光ダイオード照明灯
を提供することにある。
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【課題を解決するための手段】
【０００４】
　前記課題を達成するための本発明の一実施例による発光ダイオード照明灯は、一つ以上
の発光ダイオード印刷回路基板（ＰＣＢ）と前記一つ以上の発光ダイオード印刷回路基板
の上面に配置される複数の発光ダイオード素子とを含む発光ダイオードモジュール、前記
発光ダイオードモジュールを囲むカバー、そして前記カバーの両端にそれぞれ結合される
一対のベースを含み、前記ベースのそれぞれは、前記カバーの一端を覆う蓋、電気を前記
発光ダイオードモジュールに供給するピン部、前記ピン部が固定されるように前記ピン部
の下側を囲む固定部、そして前記ピン部の上端よりも高く形成されて前記ピン部を周り方
向に囲むガード部を含む。
　前記ピン部は、棒形状に並んで配置される二つのピンを含み、前記二つのピンは、前記
蓋外側の垂直方向に延長すると同時に、前記発光ダイオードモジュールと連結されるよう
に前記蓋をそれぞれ貫通して前記カバー内側に延長することができる。
　前記一対のベースは、Ｒ１７Ｄベース規格であることができる。
　前記発光ダイオードモジュールは、前記電気を交流電流（ＡＣ）の形態から直流電流（
ＤＣ）の形態に変換して前記一つ以上の発光ダイオード印刷回路基板に伝達するコンバー
タ部をさらに含むことができる。
【０００５】
　また、前記課題を達成するための本発明の一実施例による発光ダイオード照明灯は、一
つ以上の発光ダイオード印刷回路基板（ＰＣＢ）と前記一つ以上の発光ダイオード印刷回
路基板の上面に配置される複数の発光ダイオード素子とを含む発光ダイオードモジュール
、そして前記発光ダイオードモジュールを囲むカバーを含み、前記一つ以上の発光ダイオ
ード印刷回路基板は、棒形状を有し、前記複数の発光ダイオード素子は、前記棒形状の長
さ方向に沿って一列に配列されるように前記一つ以上の発光ダイオード印刷回路基板の上
面に配置される。
　前記カバーは、前記複数の発光ダイオード素子から放射される光が拡散するように前記
一つ以上の発光ダイオード印刷回路基板を囲む中空の円筒形態である拡散カバーを含むこ
とができる。
　前記拡散カバーは、前記一つ以上の発光ダイオード印刷回路基板と締結されるように前
記中空の円筒形態の長さ方向に沿って両側面の内側にそれぞれ形成される内側溝を含むこ
とができる。
　前記拡散カバーは、拡散型ポリカーボネートまたは拡散型ガラス材質であることができ
る。
　前記カバーは、前記複数の発光ダイオード素子から放射される光が拡散するように前記
複数の発光ダイオード素子を囲む拡散カバー、そして前記一つ以上の発光ダイオード印刷
回路基板の熱が分散するように前記一つ以上の発光ダイオード印刷回路基板の下面を囲む
放熱板を含むことができる。
【０００６】
　前記拡散カバーと前記放熱板は、互いに締結されて中空の円筒形態を有するように形成
され得る。
　前記放熱板は、前記拡散カバーと締結されるように前記中空の円筒形態の長さ方向に沿
って両側面の外側にそれぞれ形成される外側溝、そして前記一つ以上の発光ダイオード印
刷回路基板と締結されるように前記中空の円筒形態の長さ方向に沿って両側面の内側にそ
れぞれ形成される内側溝を含むことができる。
　前記放熱板は、前記拡散カバーと締結されるように前記中空の円筒形態の長さ方向に沿
って両側面の外側にそれぞれ形成される外側溝、そして前記一つ以上の発光ダイオード印
刷回路基板が配置されるように前記中空の円筒形態の内部に前記中空の円筒形態の長さ方
向に沿って形成される突出部を含むことができる。
　前記突出部は、上面が二つに区画されるように断面がキャレット記号「＾」形状であり
、前記一つ以上の発光ダイオード印刷回路基板は、二つで構成されて前記突出部の区画さ
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れた二つの上面にそれぞれ配置され得る。
　前記拡散カバーは、拡散型ポリカーボネートまたは拡散型ガラス材質であることができ
る。
　前記放熱板は、ＡＢＳ、ＰＰＳ、そしてＰＰＡ材質で二重射出され得る。
　前記発光ダイオードモジュールは、前記電気を交流電流（ＡＣ）の形態から直流電流（
ＤＣ）の形態に変換して前記一つ以上の発光ダイオード印刷回路基板に伝達するコンバー
タ部をさらに含むことができる。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、Ｒ１７Ｄベース（Ｂａｓｅ）規格形態のベースを使用することによっ
て、電極であるピン部が外部に露出しないため、感電や火災の危険性を防止して安全性を
確保することができ、従来のＧ１３べースの蛍光灯用安定器にＧ１３ベースの発光ダイオ
ード照明灯を連結した時に発生し得る製品の損傷、火災の危険性などを防止することがで
きる。また、円形の拡散型カバーを使用することによって、装置の重量を減少させて落下
による破損または事故を防止することができる。さらに、複数の発光ダイオード素子を多
様な角度に配置させることによって、光の放射角を広げることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の一実施例による発光ダイオード照明灯の斜視図である。
【図２】本発明の一実施例による発光ダイオード照明灯の正面図である。
【図３】本発明の一実施例による発光ダイオード照明灯の平面図である。
【図４】図３のＩＶ－ＩＶ線断面図である。
【図５】本発明の一実施例による発光ダイオード照明灯の側面図である。
【図６】図３のＶＩ－ＶＩ線断面図である。
【図７】本発明の他の実施例による発光ダイオード照明灯の断面図である。
【図８】本発明のさらに他の実施例による発光ダイオード照明灯の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施例を添付図面を参照して詳しく説明する。図１は、本発明の一実施
例による発光ダイオード照明灯の斜視図であり、図２は、本発明の一実施例による発光ダ
イオード照明灯の正面図である。図３は、本発明の一実施例による発光ダイオード照明灯
の平面図であり、図４は、図３のＩＶ－ＩＶ線断面図である。また、図５は、本発明の一
実施例による発光ダイオード照明灯の側面図であり、図６は、図３のＶＩ－ＶＩ線断面図
である。
【００１０】
　図１乃至図６を参照すれば、本発明の一実施例による発光ダイオード照明灯１００は、
一つ以上の発光ダイオード印刷回路基板（ＰＣＢ）１１３と一つ以上の発光ダイオード印
刷回路基板１１３の上面に配置される複数の発光ダイオード素子１１１とを含む発光ダイ
オードモジュール１１０、そして発光ダイオードモジュール１１０を囲むカバー１２０を
含む。一方、発光ダイオード照明灯１００は、カバー１２０の両端にそれぞれ結合される
一対のベース１３０を含むことができる。ベース１３０のそれぞれは、カバー１２０の一
端を覆う蓋１３１、電気を発光ダイオードモジュール１１０に供給するピン部１３３、ピ
ン部１３３が固定されるようにピン部１３３の下側を囲む固定部１３５、そしてピン部１
３３の上端よりも高く形成されてピン部１３３を周り方向に囲むガード部１３７を含む。
一つ以上の発光ダイオード印刷回路基板１１３は、前方に放射される光の根源である複数
の発光ダイオード素子１１１を固定させ、電気的に連結する役割を果たす。また、ピン部
１３３を固定させる固定部１３５は、プラスチック射出物からなることができる。
【００１１】
　図４を参照すれば、ピン部１３３は、棒形状に並んで配置される二つのピン１３３ａ、
１３３ｂを含み、二つのピン１３３ａ、１３３ｂは、外部の電源ソケットと結合するよう
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に蓋１３１の垂直方向外側に延長すると同時に、発光ダイオードモジュール１１０と連結
されるように蓋１３１をそれぞれ貫通してカバー１２０内側に延長し得る。つまり、ピン
１３３ａ、１３３ｂを通じて電源ソケットから発光ダイオードモジュール１１０に電源が
供給される。図３および図４を参照すれば、ガード部１３７は、ピン部１３３の長さ（高
さ）よりも長く（高く）形成され、ピン部１３３が使用者の手などに簡単に接触しないよ
うにする役割を果たすことができる。
【００１２】
　また、一対のベース１３０は、Ｒ１７Ｄベース規格であることができる。つまり、前述
したベース１３０の形態は、Ｒ１７Ｄベース規格に従う形態になることができる。本発明
によれば、Ｒ１７Ｄベース規格形態のベース１３０を使用することによって、電極である
ピン部１３３が外部に露出しないため、感電や火災の危険性を防止して安全性を確保する
ことができ、従来のＧ１３ベースの蛍光灯用安定器にＧ１３ベースの発光ダイオード照明
灯を連結した時に発生し得る製品の損傷、火災の危険性などを防止することができる。図
４を参照すれば、発光ダイオードモジュール１１０は、電気を交流電流（ＡＣ）の形態か
ら直流電流（ＤＣ）の形態に変換して発光ダイオード印刷回路基板１１３に伝達するコン
バータ部１１５をさらに含むことができる。図４に示されているように、コンバータ部１
１５は、発光ダイオード印刷回路基板１１３の両端上面に配置され得、外部から供給され
るＡＣ（ａｌｔｅｒｎａｔｉｎｇ　ｃｕｒｒｅｎｔ）１１０～２２０Ｖの電源をＤＣ（ｄ
ｉｒｅｃｔ　ｃｕｒｒｅｎｔ）に変換する変換部である。
【００１３】
　また、図４および図６を参照すれば、本発明の一実施例による発光ダイオード照明灯１
００は、一つ以上の発光ダイオード印刷回路基板（ＰＣＢ）１１３と一つ以上の発光ダイ
オード印刷回路基板１１３の上面に配置される複数の発光ダイオード素子１１１とを含む
発光ダイオードモジュール１１０、そして発光ダイオードモジュール１１０を囲むカバー
１２０を含み、一つ以上の発光ダイオード印刷回路基板１１３は棒形状を有し、複数の発
光ダイオード素子１１１は棒形状の長さ方向に沿って一列に配列されるように発光ダイオ
ード印刷回路基板１１３の上面に配置される。また、図４および図６を参照すれば、カバ
ー１２０は、複数の発光ダイオード素子１１１から放射される光が拡散するように複数の
発光ダイオード素子１１１を囲む拡散カバー１２１、そして発光ダイオード印刷回路基板
１１３の熱が分散するように発光ダイオード印刷回路基板１１３の下面を囲む放熱板１２
３を含むことができる。
【００１４】
　例として図２および図６を参照すれば、拡散カバー１２１は、半円形の断面を有し、図
２で見た時、左右方向に長く延長する、下側が開放された管形態をなし、複数の発光ダイ
オード素子１１１を囲むことができる。また、放熱板１２３は半円形の断面を有し、図２
で見た時、左右方向に長く延長する、上側が開放された管形態をなし、一つ以上の発光ダ
イオード印刷回路基板１１３の下面を囲むことができる。また、図６に示されているよう
に、拡散カバー１２１と放熱板１２３は互いに締結されて中空の円筒形態を有するように
形成され得る。
【００１５】
　次に、一つ以上の発光ダイオード印刷回路基板１１３が拡散カバー１２１と放熱板１２
３の間に配置されて拡散カバー１２１または放熱板１２３と結合される方式について説明
する。図６を参照すれば、放熱板１２３は、拡散カバー１２１と締結されるように中空の
円筒形態の長さ方向に沿って両側面の外側にそれぞれ形成される外側溝１２３ｂ、そして
一つ以上の発光ダイオード印刷回路基板１１３と締結されるように前記中空の円筒形態の
長さ方向に沿って両側面の内側にそれぞれ形成される内側溝１２３ａを含むことができる
。つまり、放熱板１２３の外側溝１２３ｂに半円形である拡散カバー１２１の下部が挿入
される形態で結合され得る。また、放熱板１２３の内側溝１２３ａに一つ以上の発光ダイ
オード印刷回路基板１１３の一部が挿入され得る。例として、一つ以上の発光ダイオード
印刷回路基板１１３は一つで構成され、放熱板１２３に形成された両内側溝１２３ａに棒
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形状の発光ダイオード印刷回路基板１１３の両側面がそれぞれ挿入され得る。他の例とし
て、一つ以上の発光ダイオード印刷回路基板１１３が二つで構成され、放熱板１２３に形
成された両内側溝１２３ａに二つの棒形状の発光ダイオード印刷回路基板１１３の側面が
それぞれ挿入されることもできる。
【００１６】
　つまり、前述した結合方式は一実施例に過ぎないものであって、可能な多様な方式によ
り一つ以上の発光ダイオード印刷回路基板１１３が拡散カバー１２１と放熱板１２３が形
成する空間の内部に配置され得る。放熱板１２３の内側溝１２３ａも一つ以上の発光ダイ
オード印刷回路基板１１３の構成に応じて安定的且つ効率的な結合のために多様に形成さ
れ得る。かかる拡散カバー１２１、放熱板１２３、そして一つ以上の発光ダイオード印刷
回路基板１１３の結合方式は、拡散カバー１２１による光の放射効率と眩しさが低減する
程度と、放熱板１２３による熱の放出効率を考慮して決めることが好ましい。これと同時
に、発光ダイオードを利用した従来の照明装置は、カバーフレームの内側上面に発光ダイ
オードモジュールを付着し、カバーフレームの下側に全面的に拡散板を付着することによ
って、高価の拡散板が多量使用されて単価が高まり、ＬＥＤ光源と拡散板の距離が遠くな
って放射効率が落ちる問題点があった。そこで本発明は、拡散カバー１２１と複数の発光
ダイオード素子１１１との距離を最少化し、拡散カバー１２１を最小限に使用することに
よって、光が高効率に放射されながらも、眩しさを減少させることができ、単価を大幅に
下げ、重量を減少させることができる効果もある。
【００１７】
　放熱板１２３と一つ以上の発光ダイオード印刷回路基板１１３の下面との間には空気層
２１０が形成され得る。また、拡散カバー１２１と一つ以上の発光ダイオード印刷回路基
板１１３の上面との間にも空気層２２０が形成され得る。かかる空気層２１０、２２０は
熱による一つ以上の発光ダイオード印刷回路基板１１３の曲げを防止するために形成され
得る。拡散カバー１２１は、発光ダイオード素子１１１からの光を前方に均一に拡散させ
るための材質とすることが好ましく、そのために、拡散カバー１２１は、拡散型ポリカー
ボネートまたは拡散型ガラス材質であることができる。放熱板１２３は、アルミニウム材
質（ＡＬ放熱板）であることができる。アルミニウム材質を通じて熱が効果的に放出され
ながら重量も顕著に減少され得る。時間の経過と共に固定部などが自重で変形し、装置の
一部が落下するなどの事故を、かかる重量の減少を通じて防止し得る効果もある。また、
放熱板１２３は、ＡＢＳ、ＰＰＳ、そしてＰＰＡ材質で二重射出され得る。つまり、拡散
カバー１２１との結合を通じて、放熱板１２３は拡散カバー１２１の曲げ剛性を高めるこ
とができるが、かかる放熱板１２３は、拡散カバー１２１と異なる材質であるＡＢＳ（Ａ
ｃｒｖｌｏｎｉｔｒｉｌｅ／Ｂｕｔａｄｉｅｎ／Ｓｔｙｒｅｎｅ）、ＰＰＳ（Ｐｏｌｙ　
Ｐｈｅｎｙｌｅｎｅ　Ｓｕｌｆｉｄｅ）、そしてＰＰＡ（Ｐｏｌｙ　Ｐｈｔｈａｌ　Ａｍ
ｉｄｅ）材質で二重射出され得る。ここで二重射出とは、複数の材料を混合して製品を製
作することを意味する。かかる二重射出を通じて耐熱性などが強化され得る。かかる放熱
板１２３は熱が効果的に放出され得る。
【００１８】
　一方、図７は、本発明の他の実施例による発光ダイオード照明灯の断面図である。図７
を参照すれば、本発明の他の実施例による発光ダイオード照明灯１００によれば、放熱板
１２３は、拡散カバー１２１と締結されるように中空の円筒形態の長さ方向に沿って両側
面の外側にそれぞれ形成される外側溝１２３ｂ、そして一つ以上の発光ダイオード印刷回
路基板１１３が配置されるように中空の円筒形態の内部に中空の円筒形態の長さ方向に沿
って形成される突出部１２３ｃを含むことができる。より詳しくは、図７に示されている
ように、突出部１２３ｃは、上面が二つに区画されるように断面がキャレット（ｃａｒｅ
ｔ）記号「＾」形状であり、一つ以上の発光ダイオード印刷回路基板１１３は、突出部１
２３ｃの区画された二つの上面にそれぞれ配置され得る。また、突出部１２３ｃは、一定
の角度に折り、三つ以上に区画される断面形状を有するように構成されることもでき、三
つ以上の発光ダイオード印刷回路基板１１３がその上面に配置され得る。このように複数
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の発光ダイオード素子を多様な角度に配置させることによって、光の放射角を広げること
ができる。
【００１９】
　また、かかる放熱板１２３と突出部１２３ｃの下面との間には空気層２１０が形成され
得る。また、拡散カバー１２１と一つ以上の発光ダイオード印刷回路基板１１３の上面と
の間にも空気層２２０が形成され得る。かかる空気層２１０、２２０は、熱による一つ以
上の発光ダイオード印刷回路基板１１３の曲げを防止するために形成され得る。拡散カバ
ー１２１は、発光ダイオード素子１１１からの光を前方に均一に拡散させるための材質と
することが好ましく、そのために、拡散カバー１２１は、拡散型ポリカーボネートまたは
拡散型ガラス材質であることができる。また、放熱板１２３は、ＡＢＳ、ＰＰＳ、そして
ＰＰＡ材質で二重射出され得る。つまり、拡散カバー１２１との結合を通じて、放熱板１
２３は拡散カバー１２１の曲げ剛性を高めることができるが、かかる放熱板１２３は、拡
散カバー１２１と異なる材質であるＡＢＳ（Ａｃｒｖｌｏｎｉｔｒｉｌｅ／Ｂｕｔａｄｉ
ｅｎ／Ｓｔｙｒｅｎｅ）、ＰＰＳ（Ｐｏｌｙ　Ｐｈｅｎｙｌｅｎｅ　Ｓｕｌｆｉｄｅ）、
そしてＰＰＡ（Ｐｏｌｙ　Ｐｈｔｈａｌ　Ａｍｉｄｅ）材質で二重射出され得る。ここで
二重射出とは、複数の材料を混合して製品を製作することを意味する。かかる二重射出を
通じて耐熱性などが強化され得る。かかる放熱板１２３は熱が効果的に放出され得る。
【００２０】
　一方、図８は、本発明のさらに他の実施例による発光ダイオード照明灯の断面図である
。図８に示されているように、本発明のさらに他の実施例による発光ダイオード照明灯１
００によれば、カバー１２０は、複数の発光ダイオード素子１１１から放射される光が拡
散するよう発光ダイオード印刷回路基板１１３を囲む中空の円筒形態である拡散カバー１
２１を含むことができる。拡散カバー１２１と放熱板１２３が結合して円筒形態とするこ
とで、複数の発光ダイオード素子１１１が上面に付着された一つ以上の発光ダイオード印
刷回路基板１１３を囲むことができるが、拡散カバー１２１が円筒形態である場合には放
熱板１２３の構成が除外され得る。つまり、円筒形態の拡散カバー１２１のみで発光ダイ
オード素子１１１が上面に付着された一つ以上の発光ダイオード印刷回路基板１１３を囲
むことができる。例としては、円筒形のガラスチューブや円筒形の拡散チューブ内部に、
一つ以上の発光ダイオード印刷回路基板１１３が挿入される形態で構成され得る。
【００２１】
　拡散カバー１２１は、中空の円筒形態の長さ方向に沿って両側面の内側にそれぞれ形成
される内側溝１２１ａを含み、該内側溝１２１ａが一つ以上の発光ダイオード印刷回路基
板１１３と締結するようにしてもよい。このように円形の拡散型カバーを使用することに
よって、装置の重量を減少させて落下による破損または事故を防止することができる。拡
散カバー１２１は、発光ダイオード素子１１１からの光を前方に均一に拡散させるための
材質とすることが好ましく、そのために、拡散カバー１２１は、拡散型ポリカーボネート
または拡散型ガラス材質であることができる。
【００２２】
　以上で本発明の実施例を説明したが、本発明の権利範囲はこれに限定されず、本発明の
実施例から本発明が属する技術分野で通常の知識を有する者により容易に変更されて均等
なものと認められる範囲のすべての変更および修正を含む。
【産業上の利用可能性】
【００２３】
　本発明は、発光ダイオード照明灯に関するものであって、多様な種類の発光ダイオード
照明灯に適用され得、産業上の利用可能性がある。
【符号の説明】
【００２４】
１００…発光ダイオード照明灯
１１０…発光ダイオードモジュール
１１１…発光ダイオード素子
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１１３…発光ダイオード印刷回路基板
１１５…コンバータ
１２０…カバー
１２１…拡散カバー
１２３…放熱板
１３０…ベース
１３１…蓋
１３３…ピン部
１３３ａ、１３３ｂ…ピン
１３５…固定部
１３７…ガード部
２１０、２２０…空気層
１２１ａ、１２３ａ…内側溝
１２３ｂ…外側溝
１２３ｃ…突出部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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【図７】

【図８】

【手続補正書】
【提出日】平成24年2月14日(2012.2.14)
【手続補正２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１】

【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図８
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図８】

【手続補正書】
【提出日】平成24年7月11日(2012.7.11)
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【手続補正１】
【補正対象書類名】手続補正書
【補正対象項目名】手続補正１
【補正方法】削除
【補正の内容】
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